和歌文学導論　（2017/12/21）　　淡江大学日本語文学科修士課程一年生　黄棋秝
　
*****************************************************************************

　　花ざかりに京を見やりてよめる
みわたせば柳桜をこきまぜて宮こぞ春の錦なりける　　　（ 『古今和歌集』˙春上˙五六）

*****************************************************************************

【作者】素性
【平安期歌人】俗姓は吉峯玄利。生没年未詳。延喜9年(909)まで生存が確認されている。古今集歌人、三十六歌仙の一人。僧正遍照が在俗時にもうけた息である。尊卑文脈は俗名を玄利とするが根拠は不明。また兄を 由性としているが、古今集目録によれば由性は素性の別名とすべきであろう。同じく古今集目録によれば、清和天皇の時、左近将監として殿上に仕えていたが、法師の子は法師であれと父に言われて出家、雲林院にこもっていたが、寛平八８９６年の宇多天皇の行幸を迎え、さらに昌泰二899年の宮滝行幸の時、祖母ゆかりの地大和の石上寺（良因院）にこもっていたが、召されて数日の間前駆の役をつとめ、まるで俗にあるようだと、寺号にちなんで良因朝臣などと戯れ呼ばれた。 また時日は不明だが、宇多天皇の嵯峨院行幸にも従ったほか、寛平御時后宮歌合や寛平御時菊合にも出詠しているというように、宇多天皇の信任まことにあつく、宇多院をめぐる歌人グループの代表人物であったこと疑いもないのである。醍醐朝になっても、しばらくは諸所屛風歌を献ずるなど活躍していたが、間もなく没したらしい。貫之集にはそれをいたんだ貫之と躬恒の贈答がある。作歌は『古今集』に三十六首、『後撰集』に七首のほか勅撰集に多くとられているが、平明にして軽妙ななかに華麗なイメージを表現し得ていて、古今集歌人の中でもとくにすぐれていると言い切ってよかろう。
【出典】
 『古今和歌集』˙春上˙五六

【他出文献】
『古今和歌集』56
みわたせば柳桜をこきまぜて宮こぞ春の錦なりける
『新撰和歌集』51
見わたせばやなぎさくらをこきまぜてみやこぞ春のにしきなりける
『古今和歌六帖』1235
みわたせば柳さくらをこきまぜてみやこぞ春のにしきなりける
『和漢朗詠集』630
みわたせばやなぎさくらをこきまぜてみやこぞはるのにしきなりける
『素性集』9
みわたせばやなぎさくらをこきまぜてみやこぞはるのにしきなりける
『三十人撰』52
みわたせばやなぎさくらをこきまぜてみやこぞはるのにしきなりける
『三十六人撰』55
みわたせばやなぎさくらをこきまぜてみやこぞ春のにしきなりける
『綺語抄』737
みわたせば柳桜をこきまぜてみやこぞ春のにしきなりける
『古来風体抄』232
見渡せば柳桜をこきまぜて都ぞ春の錦なりける
『雲玉和歌抄』93
見わたせば柳桜をこきまぜて宮古ぞ春のにしきなりける

【語釈（詞書）】
○花ざかりに（花盛りに）… 
花盛りの時に、こちら指している花は柳桜である。

○京…
都という所である。

○を見やりて…
～を眺めて
動詞ラ行四段「見やる」の連用形、遠くを眺める。その方向を見る。

○よめる…
詠んだ歌。
動詞マ行四段活用「詠む」の已然形、完了の助動詞「り」の連体形、この場合は「歌」を補って解釈する。

【現代語訳】
花盛りの時に京を眺めて詠んだ歌

【語釈（和歌）】
○みわたせば…
 見渡せは動詞サ行四段活用「見渡す」の已然形、ばは順接確定条件（偶然の条件）の接続助詞
である。

長樂寺にて、故郷の霞の心をよみ侍りける　　　　　大江正言
山たかみ　都の春を　見わたせば　たゞ一むらの　かすみなりけり
　　　（『後撰和歌集』.春上.38）


[bookmark: 026]白河に花見に罷りて詠める　　　　　　　源俊賴朝臣
白河の　春の梢を　見渡せば　松こそ花の　絕間なりけれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『詞花和歌集』.春.26）
[bookmark: _GoBack]この二つの例からみると、同じ春の歌で、でも見ている風景と花が違う。
○柳桜を…
柳は、ヤナギ科ヤナギ属の樹木。楊、楊柳とも表記する。古く奈良時代以前から奈伎良（ナギラ）とも呼ばれた。柳の枝を生糸で編んで作った箱を柳筥(やないばこ)と言い神道では重要な神具である。柳筥に神鏡を納めたり、また柳筥に短冊を乗せたりもするもので、奈良時代から皇室や神社で使用され続けている。
サクラは日本文化に馴染みの深い植物である。また、日本において観賞用として植えられているサクラの多くはソメイヨシノという品種である。英語では桜の花のことをCherry blossomと呼ぶのが一般的であるが、日本文化の影響から、sakuraと呼ばれることも多くなってきている。

○こきまぜて（扱き混ぜて）…
動詞サ行下二段活用「扱き混ず」の連用形である。

「扱」という漢字は普通は『あつかう』と読みますが、『しごく』とも読み、その意味でいくと、扱き交ぜるとは、手でしごいて一緒にする状態、転じて二種類以上のものが混ぜ合わさった状態になります。

○宮こ…
都という所である。

○ぞ…
「副助」のときは、疑問を表す語に付いて、不定の意を表す。「よく」「つい」などの副詞に付いて、上の語を強調する意を表す。
「係助」名詞、活用語の連用形・連体形、副助詞などに付く。「ぞ」の付いた語・句を特に強く示す意を表す。上代、活用語の已然形に直接付き、中古以降は、その下に接続助詞「ば」を伴ったものに付いて、理由・原因を強調して示す意を表す。文末用法のときは、相手に告げ知らせる意を込めて強く断定する意を表す。
「終助」名詞、活用語の終止形、断定の助動詞「じゃ」「だ」などに付く。
自分の判断・決意を自分に言い聞かせ、念を押す意を表す。自分の考えを強く主張し、念を押す意を表す。 推量の助動詞「う」「よう」、または名詞に付き、疑問の語と呼応して、反語・強調の意を表す。

○春の錦…
錦とは、金糸・銀糸など種々の色糸で、いろいろな模様を織り出した、厚地の美しい絹織物である。
「春の錦」…一般的には、錦に見立てられるのが秋の紅葉であるために、「秋の錦」との対比で「春の錦」としたものである。

○なりける…
なり…断定の助動詞「なり」の連用形である。
ける…詠嘆の助動詞「けり」の連体形である。
この歌の眼目は「春の錦」にあります。錦というのはさまざまな色で織りなした織物のことです。その色どりの豊富さをたとえて、普通は「錦秋」「紅葉の錦」という、秋を象徴する言い回しに使います。その錦を春の柳・桜に見出したところが素性法師の発見であり、「こきまぜて」は春の錦へ導くための重要なポイントになります。

【現代語訳】
　　花盛りの時に京を眺めて詠んだ歌
はるかに京を見渡すと、柳の緑と桜の花の色とを混ぜ合わせて、京の都そがさまに春の錦であるのである。

【参考文献】
○品詞分解と訳
http://nbataro.blog.fc2.com/blog-entry-337.html

○データベースによって和歌を検索する

○和歌大辞典
